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１．はじめに
古英語期に書かれた作品には複数の写本で

現存しているものが数多くある。1 ある写本
が刊行本で使用される基底写本として選ばれ
ると、その他の写本の言語情報は、顕著な変
異形のみ刊行本の脚注に記録され、代名詞や
屈折語尾のような本文解釈に関連の低い言語
項目の変異形は脚注に記録されない傾向にあ
る。2 しかし、Laing（1992: 568）が指摘する
ように、同時代の異なる地域で製作された写
本の比較は、方言間の音韻、形態、語彙、統
語の違いを、また、異なる時期で製作された
写本の比較は、時代間の言語変化を明らかに
する。その出現頻度の高さのため、代名詞は
写本間における言語の方言差、時代差を示す
十分な証拠を提供することが期待されるが、3 

刊行本やそれに基づく電子コーパスで基底写
本とは異なる写本での生起を調べることがで
きない以上、写本毎の代名詞の出現頻度を包
括的に調べるためには、一次資料である写本
に直接当たり、転写テキストに基づくデータ
ベースを作成するしか方法はない。4

後期古英語期を代表する散文作家アルフ
リッチ（Ælfric c.950-c.1010）が書いた作品の
一つに『文法』（Grammar）がある。11世紀
に製作された『文法』の現存する写本数は13
である。断片写本を除く９つの主要写本の言

語を読むと、全般的に屈折語尾と強勢母音の
表記における標準化が特徴である後期ウエス
トサクソン（Late West Saxon）方言に基づい
た「 古 英 語 標 準 語 」（Standard Old English）
で書かれている（Gretsch 2009）。しかし、各
写本の言語を詳細に検討すると、古英語標準
語から仄かに垣間見える言語変異が少なから
ず観察される。5 そのような言語変異を顕著
に示すものとして３人称複数主格代名詞が挙
げられる。このことについて、筆者は市川

（2021）で次のように述べた。

（１） 標準的な語形hiと共にSt. Johnʼs College 

154写本で18例現れるこの代名詞（筆者
注 hig）は、筆者の調査によれば、Cam-

bridge, University Library, Hh.1.10写本で
215例、Cambridge, Corpus Christi Col-

lege 449写本で132例と比較的高い頻度
で現れるのに対して、London, British 

Library, Harley 3271写本では用例がな
く、その出現頻度は写本間で対照的で
ある（出現頻度が写本間で有意な差を
示しているにもかかわらず、代名詞hig

は、恐らくはその用例数の多さのため
か、Zupitzaの脚注では97ページと274
ページの２箇所でしか触れられない）。

（市川 2021: 212）
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上記引用で筆者が指摘したように、刊行から
144年経過した現在においても『文法』の唯
一の刊行本であるZupitza（1880）は代名詞
higについて脚注でほとんど述べていない。
また、『文法』の各写本におけるhigの出現頻
度だけでなく、11世紀に存在が確認される３
人称複数主格代名詞のその他の変異形heo、
hy、hyg、hyoのそれについても不明である。

このような11世紀の写本で観察される非標
準的な言語要素について、Campbell（1959）は、
写本が製作された地域や場所が明らかな場合
でも、特定の地域や場所の方言要素に帰する
ことはできないと指摘する。6 しかし、11世
紀に製作された『文法』の写本、特に、書き
写された地域が知られている写本の言語変異
を記録することで、それが地域特有の方言要
素と断定することはできないにせよ、非標準
的な語形の分布が写本単位で明らかとなる。
また、同じ地域で書き写された他の写本でも
同様に確認される非標準的な言語要素の存在
を考慮に入れることで、7『文法』の写本が
書き写された地域に広く見られる共通の言語
特徴が浮き彫りになると同時に、各地域での

『文法』の言語の伝播、受容の仕方について
新たな知見が得られることが期待される。8

上記引用（１）の記述をした時点で、筆者
の調査範囲は『文法』の４つの写本に限定さ
れたものであったが、現在、筆者は11世紀の
主要写本９つの転写を完了している。従って、
筆者が作成した転写テキストをコーパスとし
て、『文法』の11世紀写本における３人称複
数主格代名詞の分布、頻度を調査することが
可能である。本稿の目的は、写本が製作され
た地域を念頭に置き、アルフリッチの『文法』
11世紀写本間言語変異として３人称複数主格
代名詞に焦点を当て、11世紀の主要写本９つ
の写本におけるその分布、頻度を調査し、調
査結果を提示することである。本稿の調査方
法として、Zupitzaの『文法』本文で233例確
認される３人称複数主格代名詞を基準とし、
各写本で対応する箇所に出現する語形を集計

する。９ なお、調査対象から３人称複数主格
代名詞と同じ語形である３人称複数対格代名
詞と３人称単数女性対格代名詞を除外してい
るので、本稿のhigの調査結果は、語形を基準
に集計をした上記引用（１）の結果と異なるこ
とに注意されたい。また、Cambridge, Corpus 

Christi College 449写本やLondon, British Library, 

Harley 107写本のように、テキストの欠落の
ために、調査対象のかなりの部分に対応箇所
がない写本があることにも留意されたい。10

２�．各写本における３人称複数主格代名詞の
分布
本節では『文法』の11世紀の主要写本９つ

の概略を紹介し、当該写本における３人称複
数主格代名詞の分布について調査結果を提示
する。各写本の記述は、Ker（1957）、Doane

（2007）、Gneuss and Lapidge（2014） な ど の
先行研究に依拠する。なお、写本の提示順は、

『文法』の基底写本であるOxford, St Johnʼs 

College 154写本を除き、Cameron（1973）の
それに従う。また、写本の表記法については
Gneuss and Lapidge（2014）、写本の省略形に
ついてはZupitza（1880）に従う。

2.1 Oxford, St John’s College 154写本
Oxford, St Johnʼs College 154写本（以下O写

本と略す）は、10世紀後半から11世紀初頭に
製作された写本である。O写本は、最も古く
最も完全な形の『文法』のテキストを含む写
本である（Ker 1957: 436; Doane 2007: 83）。11 

12世紀から1611年まで、O写本はダラム（Dur-

ham）大聖堂に所蔵されていたが、そのplace 

of originは不明である（Ker 1957: 437; Gneuss 

and Lapidge 2014: 518）。以下がO写本におけ
る３人称複数主格代名詞の分布である。

表１　O写本における３人称複数主格代名詞の分布

hi hig 対応箇所なし
218 13 2
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Zupitzaの刊行本の言語を読むと、当該代名
詞に関しては、母音長音記号の付加を除き、
O写本を正確に転写したものと評価すること
ができる。しかし、刊行本とO写本を比較す
ると、O写本では刊行本93ページ15行目と
116ページ７行目の箇所が欠落していること
が分かる。Zupitzaは欠落箇所をhiで補ってい
るが、それは他の写本から補充したものであ
る。12 なお、O写本で13例使用されるhigに
関して、そのうち10例が「代名詞」の章で集
中的に現れるのが注目に値する。13

2.2  Cambridge, University Library, Hh.1.10
写本

Cambridge, University Library, Hh.1.10写本（U

写本）は11世紀後半の写本である（Ker 1957:  

22）。現在の学術的見解によれば、この写本は、
エクセター（Exeter）司教レオヴリッチ（Leofric 

d. 1072）の時代に、エクセターで製作された
ものである（Gneuss 2003: viii; Treharne 2003: 

161; Gneuss and Lapidge 2014: 28）。U写本の言
語の特徴として、３人称複数主格代名詞hig

の多用を挙げることができる。表２はU写本
における３人称複数主格代名詞の分布であ
る。

表２　U写本における３人称複数主格代名詞の分布

hi hig hy 対応箇所なし
17 202 10 4

表２から明らかなように、U写本ではhigの使
用が圧倒的である。この調査結果は、標準的
な語形hiを多用するO写本とは対照的である。
他方、U写本ではhigに加えてhyの使用が10例
確認された。U写本と同じくエクセターで製
作された写本の一つにCambridge, University 

Library, Ii.2.11写本がある（Cross 1997: 49）。こ
の写本はGospel of NichodemusとVindicta Salva

toris（the Avenging of the Saviour）を収録して
いるが、いずれもhigを多用する作品として
知られている。14 Cambridge, University Li brary, 

Ii.2.11写本と共にU写本でhigが多用されてい
ることは、エクセター特有の言語要素と断言
できないにせよ、higが南西部方言要素の可
能性を示しているという点で興味深い。15

2.3  Cambridge, Corpus Christi College, 449
写本

Cambridge, Corpus Christi College, 449写本（C

写本）は11世紀前半に製作された写本であり、
その製作地域は不明である（Ker 1957: 121）。
写本の前半部である ff.1r-41vのテキストは16
世紀にBritish Library, Royal 15 B.xxii写本から
補充されたものである。従って、調査範囲を
当該写本の写字生が書き写したf.42rからf.89r

に限定する。C写本で使用される３人称複数
主格代名詞の語形は以下の通りである。

表３　C写本における3人称複数主格代名詞の分布

hi hig hy hyg 対応箇所なし
31 131 1 1 69

U写本と同じく、C写本においてもhigの出現
頻度は非常に高い。３人称複数主格代名詞に
関するこの写本の特徴として、11世紀に製作
された『文法』の写本で唯一、hygの語形が
確 認 さ れ る こ と で あ る。Dictionary of Old 

English Web Corpusの検索結果によれば、hyg

の語形は69例確認され、そのうち24例が３人
称複数主格代名詞で使用されている。11世紀
に製作されたすべての写本における３人称複
数主格代名詞の網羅的、体系的な調査が終了
した暁には、higとhygは共にC写本が製作さ
れた地域を示唆する言語証拠となることが期
待される。16

2.4 Durham, Cathedral Library, B.III.32写本17

Durham, Cathedral Library, B.III.32写本（D写
本）は、ダラム大聖堂図書館に所蔵される11
世紀前半に製作された写本であり、Hymnal（ff. 

1r-43r）、Proverbs（ff.43v-45v）、Canticles

（ff.46r-55v）を収録する同時代の別の写本と
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合冊されている。写本上にあるさまざまな証
拠から、合冊された２つの写本は共にカンタ
ベリー（Canterbury）との結び付きが指摘され 

ている（Ker 1957: 147; Keffee 2007: 59; Gameson  

2010: 12, 47-48）。また、Gneuss（1997:47-8）は 

この写本を「南東部方言の綴りが多かれ少な
かれ頻繁に現れる」（with south-eastern spell-

ings occurring more or less frequently）写本と
指摘する。表４はD写本における３人称複数
主格代名詞の分布である。

表４　D写本における3人称複数主格代名詞の分布

hi hig hy heo 対応箇所なし
217 6 1 4 5

先述のU写本、C写本とは異なり、D写本で
は標準的な３人称複数主格の語形であるhiの
使用が圧倒的であり、非標準的な語形の出現
頻度はきわめて小さい。D写本の特徴として、
D写本と同じく南東部方言の結び付きが指摘
されるLondon, British Library, Harley 107写本
と共に、３人称複数主格の語形heoが４例確
認される。

2.5  London, British Library, Cotton Faustina 
A.x写本

大英図書館（British Library）にはアルフリッ
チの『文法』の11世紀の写本が、断片を含め
７つ現存する。Cotton Faustina A.x写本（F写
本）はそのうちの一つであり、11世紀後半に
製作された写本である（Ker 1957: 194; Doane 

2007: 1）。D写本と同じく、F写本も合冊され
た写本である。合冊された写本後半部は12世
紀に製作され、『ベネディクト派戒律規則』

（Benedictine Rule）や『まじない』（Charms）
を収録する。なお、F写本の製作地域は不明
である。表５はF写本における３人称複数主
格代名詞の分布である。

表５　F写本における3人称複数主格代名詞の分布

hi hig hy 対応箇所なし
208 2 2 21

F写本では標準的な語形であるhiの頻度が208
例と圧倒的である。

2.6  London, British Library, Cotton Julius 
A.ii写本18

Cotton Julius A.ii写本（J写本）は11世紀から 

12世紀にかけて製作された３つの異なる写本
が17世紀に合冊されたものである。アルフリッ 

チの『文法』は11世紀半ばに製作された２番
目の写本（ff.10r-135v）に含まれる。Gneuss

（2001: 64）やDoane（2007: 17）が指摘する
ように、２番目の写本には、アルフリッチの

『文法』と共にアルフリッチの『語彙』（Glossary） 

（ff.120r17-130v22）と『ラテン語動詞論』（Treatise  

on Latin Verbs）（ff.130r1-135v5）が収録され
ている。『文法』の基底写本であるO写本と
は異なり、J写本はラテン語版序文、古英語
版序文、音韻論の箇所が欠落しており、『文法』
のテキストはZupitzaの刊行本６ページ４行
目に対応する文字論の途中から始まる。J写
本は南東部方言との関連が指摘される写本で
あり、市川（2021）で、筆者はJ写本におけ
る南東部方言要素として（１）ウエストサク
ソン方言のeに対応して使用されるæ（２）
ウエストサクソン方言のeaに対応して使用さ
れるæ（３）ウエストサクソン方言のyに対
応して使用されるe（４）ウエストサクソン
方言のieに対応して使用されるe（５）無声
摩擦音の有声化を指摘した。表６はJ写本に
おける３人称複数主格代名詞の分布である。

表６　F写本における3人称複数主格代名詞の分布

hi hy 対応箇所なし
210 7 16

これまで扱った５つの写本とは異なり、F写
本ではhigが全く現れないのが特徴である。
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2.7 London, British Library, Harley 107写本19

Harley 107写本（H写本）は11世紀半ばに
製作された写本である（Ker 1957: 303; Doane 

2007: 21）。この写本はケント方言地域、恐ら
くはカンタベリーで製作されたと想定され
る。市川（2020）で、筆者はH写本に特徴的
な言語変異として（１）変則動詞beonの３人
称複数現在直説法の語形であるsiondonと（２）
短母音 a＋鼻子音＋i ウムラウトを挙げ、こ 

の２つの言語特徴は12世紀の写字生Eadwine

がカンタベリーで書き写したCanterbury Psalter 

でも観察されることを指摘した。H写本と
Canterbury Psalterとの共通点は３人称複数主
格形にも当てはまる。H写本ではCanterbury 

Psalterに特徴的な３人称主格代名詞の語形
hyoが１例確認された。

表７　H写本における３人称複数主格代名詞の分布20

hi hig hy hyo heo 対応箇所なし

150 30 2 1 1 48

H写本の特徴は、３人称複数主格代名詞の語
形が５つ観察されることである。H写本と同
じく南東部方言と結び付きが指摘されるD写
本やJ写本と比べると、２つの写本とは異な
り、H写本ではhigが比較的高い頻度で現れる。

2.8 London, British Library, Harley 3271写本
Harley 3271写本（h写本）は11世紀初頭に

製作された写本である（Ker 1957: 309; Doane 

2007: 25）。Porter（2002:38）はこの写本のア
ビンドン（Abingdon）またはカンタベリーと
の関連を示唆する一方、Gneuss and Lapidge

（2014: 357）は、この写本の製作地をウィン
チェスター（Winchester）とする。この写本
の『文法』は２人の写字生によって書かれた
ものである。以下がh写本における３人称複
数主格代名詞の分布である。

表８　h写本における3人称複数主格代名詞の分布

hi hy 対応箇所なし
228 4 1

h写本では標準的な語形であるhiが228例使用
されている。それに対して、他の写本で観察
されるhigは使用されていない。変異形とし
てhyが４例使用されている。前述の通り、こ
の写本は２人の写字生によって書かれたもの
であるが、２人は共にhyを使用している（第
１写字生の使用箇所はf.40r22で、第２写字生
のそれはf.63r14、f.65r22、f.81r14である）。

2.9  London, British Library, Royal 15 B.xxii
写本

Royal 15 B.xxii写本（R写本）は、11世紀後
半の写本である（Ker 1957: 335; Doane 2007: 

47）。他の写本とは異なり、この写本は、行
間注解のようにラテン語（lemmna）に対す
る古英語訳（interpretamenta）の多くが行間
に書かれていることで知られている。注意す
べきことは、すべての古英語が行間に書かれ
ている訳でなく、本文中に書かれている古英
語もあることである。なお、ラテン語に対す
る行間の古英語訳はf.3r6のラテン語 a domo

に対する古英語訳fram huseから散発的に始ま
り、f.8vから行間注解が集中的に施され始め
る。古英語訳が行間に施されない場合、他の
写本と同じく、本文でラテン語と古英語が並
列に配置されている。表９はR写本における
３人称複数主格代名詞の分布を示す。

表９　R写本における3人称複数主格代名詞の分布

hi hig 対応箇所なし
225 6 2

R写本ではhigが６例確認できるが、いずれの
例も行間ではない本文に書かれた古英語の例
である。行間に施された古英語を読むと、３
人称複数主格代名詞はすべて標準的な語形で
あるhiが使用されている。このことは、それ
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が写字生自身の言語であるかどうかという問
題は別として、本文と行間注解を共に書き写
した写字生が、代名詞の選択において行間で
はhiを一貫して使用し、本文と行間では言語
の介入の度合いが異なることを示す。21

３．結び
本稿では、アルフリッチの『文法』の11世

紀主要写本９つにおける３人称複数主格代名
詞の分布を調査し、標準的な語形hiと共に現
れる非標準的な語形hig、hy、hyg、heo、hyo

の頻度を示した。本稿の調査で明らかになっ
たことは、６つの代名詞の語形の現れ方は写
本によって異なることである。Hiは調査対象
となるすべての写本で使用される。このこと
は、hiがアルフリッチの『カトリック説教集』

（Catholic Homilies）に見られる「古英語標準
語」の語形であることを考えると驚くべきこ
とではない。22 Higは７つの写本で使用され、
特にU写本とC写本で高い頻度で現れる。ま
た、hyは５つの写本での使用が確認された。
その他の語形heo、hyg、hyoの出現頻度は極
めて小さいものである。

本稿で明らかにした非標準的な語形は、写
本が書き写された地域の方言要素を反映して
いる可能性があるという点で興味深い。例え
ば、heoは南東部方言との結び付きが指摘され 

るD写本とH写本のみで使用される。C写本
で１例現れるhygは、注16で述べるように、ハ 

ンプシャー（Hampshire）のサジック（Southwick） 

修道院との結び付きがあるLondon, British 

Library, Cotton Vitellius A.xv写本で数多く現れ
る。また、カンタベリーとの結び付きが推定
されるH写本に現れるhyoは、同じくカンタ
ベリーで書かれたEadwine’s Canterbury Psalter

で現れることが知られている。さらに、U写
本で高い頻度で現れるhigはエクセターを含
むイングランド南西部地域で製作された写本
に広く見られる語形である。
『文法』の11世紀写本で現れる３人称複数

主格代名詞の非標準的な語形の方言要素とし

ての可能性を確かめるためには、11世紀に製
作された他の写本における当該代名詞の網羅
的、体系的な調査が必要である。今後の課題
として、ウィンチェスター、カンタベリー、
エクセター、ウスター（Worcester）、ロチェ
スター（Rochester）など製作された場所が明
らかな写本をアンカー・テキスト（anchor 

text）として調査するだけでなく他の製作地
不明の写本の調査も遂行する。23 この調査に
よって、11世紀写本における３人称複数主格
代名詞の実態が浮き彫りになると同時に、そ
れを通して、各地域における『文法』の言語
の伝播と受容の仕方がさらに明らかになるこ
とが期待される。

謝辞
本稿の執筆に際し、２名の査読者から有益

な助言を頂いた。ここに深く感謝を申し上げ
る。なお、本稿での研究は日本学術振興会科
学研究費採択研究課題「Aelfric's Grammarの
11世紀写本間言語変異の研究」（研究課題番
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注
１　 古 英 語 期 の 作 品 と 写 本 に つ い て は、

Cameron, Angus. ʻA List of Old English Textsʼ 
A Plan for the Dictionary of Old English. ed. 

Roberta Frank and Angus Cameron. Toronto, 

Buffalo: Centre for Medieval Studies, 

University of Toronto Press, 1973. pp.25-306
を参照のこと。また、Dictionary of Old 

English Corpus in Electronic FormのʻList of 

Textsʼでは、古英語期に書かれた全作品の
リストが掲載されている。

２　 Clemoes（1997: 169）は自身が編集した
Catholic Homilies: First Seriesの変異形の
記録方針についてʻSpelling variations, in-

cluding variations in the forms of personal 

pronouns, are excluded, as are accents, and 

also minor copying errors and subsequent 
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scribal alteration if they are of no apparent 

textual significanceʼと述べている。

３　 中英語方言学において代名詞は方言要素
を示す言語項目として扱われている。後
期中英語における代名詞の地域分布につ
いては、McIntosh, Angus, M. L. Samuels, 

and Michael Benskin. ed. A Linguistic Atlas 

of Late Medieval English. Volume Two. Item 

Maps. Aberdeen: Aberdeen University Press, 

1986b. pp.９-39を参照のこと。古英語に関
して、Campbell（1959: 289）とHogg and Fulk 

（2011: 199-200）は共に３人称複数主格代
名詞の変異形を列挙しているが、筆者の
知る限り、後期古英語期の３人称複数主
格代名詞の変異形であるhigやhygに関す
る言及はない。

４　 The AngloSaxon Chronicle: A Collaborative 

Editionシリーズのように写本毎に刊行本
を公刊している作品もあるが、大抵の場
合、基底写本以外の写本の言語情報は、
刊行本の脚注で記録されるのが常であ
り、注２で言及したように、代名詞のよ
うに本文解釈上重要性が低いと見なされ
る項目は記録されないこともある。

５　 古英語写本に非標準的要素が観察される
ことについてCampbellは次のように述べ
る。

　 Even when West-Saxon had become a well-

established literary dialect, and was used as 

something of a standard written language, 

many manuscripts display a considerable 

non-West-Saxon elements in their orthog-

raphy and inflections.

（Campbell 1959: 9）

６　 古英語写本で観察される非標準的要素を
特定の地域に帰することの困難さについ

てCampbellは次のように述べる。

　 Of West-Saxon we have considerable 

knowledge, but again we have no means to 

define its limits of internal inconsistencies.  We 

can sometimes say that a given development is 

found at a known center, but we cannot from 

this be sure of the extent of the area to which 

the change was proper, or even that the centre, 

at which the manuscript displaying the change 

was written, itself lay within the area.

（Campbell 1959: 11 下線部は筆者による）

 本稿は、『文法』の写本が製作された地
域に留意しながら、３人称複数主格代名
詞の非標準的な語形の分布に写本間の違
いがあるか、また、その地域で書かれた
他の写本にも同様の非標準的な語形が広
く共通して観察されるか概観することを
目的とする。

７　 この調査方法は、Gneuss（1997）がBritish 

Library, Cotton Tiberius A.iii写本の各作品
の言語におけるケント方言要素を調査す
る際に提案する方法である。ただし、
Gneussはこの手法がケント方言以外の地
域で書かれた写本の言語分析に適用可能
かどうかは述べていない。

８　 本稿で扱う３人称複数主格代名詞の非標
準的な語形について、それが書記上の変
異形か、それとも、当時の話しことばを
反映したものかという疑問が提起されて
然るべきであるが、本稿では、McIntosh 

et al.（1986a: 6）に従い、書記上の変異
形と仮定して調査を遂行した。

９　 Zupitzaの『文法』本文で３人称複数主
格代名詞が使用される箇所は以下の通り
である（/の後の数はページの行数を示
す）。
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 p.2/18, p.2/25, p.3/1, p.3/7, p.5/13, p.5/17, 

p.6/2, p.6/7, p.6/7, p.6/14, p.9/17, p.15/1, 

p.15/15, p.18/1, p.18/20, p.19/17, p.20/4, 

p.24/5, p.24/6, p.25/9, p.25/10, p.25/10, 

p.25/11, p.25/12, p.26/10, p.26/10, p.26/15, 

p.26/15, p.34/7, p.35/13, p.38/16, p.43/11, 

p.55/6, p.80/6, p.80/12, p.81/4, p.83/1, 

p.87/13, p.92/14, p.93/3, p.93/15, p.94/11, 

p.96/2, p.96/7, p.97/2, p.97/9, p.99/17, 

p.104/7, p.104/8, p.105/4, p.108/3, p.108/19, 

p.108/19, p.109/7, p.109/11, p.109/19, 

p .109 /20 ,  p .110 /7 ,  p .110 /8 ,  p .110 /9 , 

p.110/11, p.110/12, p.113/4, p.113/14, 

p.116/7 ,  p.117/6 ,  p.117/12 ,  p.117/13 , 

p.118/10 ,  p.120/8 ,  p.120/9 ,  p.120/10 , 

p.122/11, p.122/13, p.123/9, p.123/10, 

p.127/11, p.127/16, p.130/10, p.130/16, 

p .131 /1 ,  p .131 /5 ,  p .131 /9 ,  p .131 /14 , 

p.131/17 ,  p.132/2 ,  p.132/9 ,  p.132/13 , 

p.132/18 ,  p.133/3 ,  p.133/8 ,  p.133/13 , 

p.134/1 ,  p.135/17 ,  p.135/18 ,  p.136/1 , 

p.136/1 ,  p.136/3 ,  p.136/13 ,  p.136/17 , 

p .140 /1 ,  p .140 /4 ,  p .140 /9 ,  p .140 /15 , 

p.140/18 ,  p.141/2 ,  p.141/5 ,  p.141/11 , 

p.142/1 ,  p.142/6 ,  p.142/10 ,  p.142/15 , 

p.143/3 ,  p.143/11 ,  p.143/18 ,  p.145/5 , 

p.145/7 ,  p.145/10 ,  p.147/4 ,  p.147/12 , 

p.147/15 ,  p.147/19 ,  p.148/3 ,  p.148/6 , 

p.148/11, p.148/14, p.148/19, p.149/5, 

p.149/9 ,  p.149/14 ,  p.149/18 ,  p.150/1 , 

p.150/6 ,  p.150/10 ,  p.151/20 ,  p.152/2 , 

p.152/3 ,  p.157/14 ,  p.157/14 ,  p.158/2 , 

p.158/3, p.172/6, p.173/1, p.191/6, p.193/6, 

p.199/2, p.199/2, p.199/7, p.200/1, p.200/10, 

p.200/14 ,  p.201/2 ,  p.201/12 ,  p.202/3 , 

p.203/3, p.204/8, p.205/13, p.206/5, p.206/7, 

p .206 /8 ,  p .206 /8 ,  p .208 /6 ,  p .208 /14 , 

p.208/15 ,  p.209/7 ,  p.209/14 ,  p.211/8 , 

p.211/5 ,  p.213/7 ,  p.214/11 ,  p.214/12 , 

p.224/13 ,  p.227/10 ,  p.229/6 ,  p.229/6 , 

p.232/14 ,  p.235/13 ,  p.241/9 ,  p.242/7 , 

p.249/3, p.249/3, p.250/17, p.251/5, p.251/9, 

p.253/3, p.254/5, p.254/5, p.254/6, p.254/14, 

p.254/15, p.254/15, p.254/16, p.256/9, 

p .257 /10 ,  p .259 /2 ,  p .259 /4 ,  p .259 /3 , 

p.259/10, p.259/12, p.259/15, p.260/11, 

p.261/6, p.265/2, p.266/3, p.266/4, p.266/4, 

p.266/6 ,  p.267/7 ,  p.267/11 ,  p.268/13 , 

p.268/13, p.270/18, p.271/5, p.273/11, 

p.274/1, p.274/2, p.274/6, p.274/7, p.274/11, 

p.274/12, p.274/14, p.275/1, p.276/12, 

p.277/12, p.277/13, p.279/14, p.279/16, 

p.279/20 ,  p.280/8 ,  p.280/11 ,  p.293/3 , 

p.293/6, p.294/11

10　 『文法』のテキストは16の写本に現存す
る。そのうち、11世紀に書かれた写本数
は13であるが、以下に示す４つの写本は
断片（fragment）であり、テキストの分
量が非常に小さいため、本稿の調査対象
から除外した。

 Bloomington, Indiana, Lilly Library, 

Additional 1000（formerly Sigmaringen）
 London, British Library, Harley 5915 ff.8-9
 London, British Library, Royal 12 G.XII ff.2-

9 and Oxford, All Souls College, 38 ff.1-2
Paris, Bibliothèque Nationale, Anglais 67

 なお、Bloomington, Indiana, Lilly Library, 

Additional 1000写本（Ker 384; Gneuss and  

Lapidge 796; Zupitzaの略語ではS写本）は
KerのCatalogue of Manuscripts Containing 

AngloSaxon p.455のSigmaringen写本であ
る。Doane（2008: 1）によれば、この写本
は、1961年にインディアナ大学がHerbert 

Reichnerから購入したものであり、現在、
インディアナ大学 Lilly Libraryに所蔵さ
れている。また、レイアウト、文字のス
ペース、文字の形から、この写本は
London, British Library, Harley 5915 ff.8-9
とかつて同じ写本であったことが示唆さ
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れている。

11　 O写本は『文法』の基底写本であるが、
一部テキストに欠落箇所や写字生による
誤り（scribal errors）がある。この理由
から、ZupitzaはO写本の読みを補充、修
正し、該当箇所を脚注で提示する。興味
深い例として、255ページ12行目にある
gehyrenneがある。この屈折不定形は、O

写本ではgehyrendeと書かれている。

12　 93ページ15行目の箇所については、U写
本とC写本でも欠落しているが、その他
の６つの写本すべてでhiの語形が使用さ
れている。

13　 刊行本で３人称代名詞複数主格形の語形
higが使用される箇所は以下の通りであ
る。

 p.80/6, p.81/4, p.97/9, p.104/7, p.104/8, 

p.105/4 ,  p.108/3 ,  p.108/19 ,  p.108/19 , 

p.109/7, p.109/11, p.110/9, p.261/6

14　 Cross（1996）の刊行本に基づく筆者の
調査によれば、３人称複数主格代名詞と
してGospel of Nichodemusではhigが105例、
hygが １ 例、Vindicta Salvatorisで はhigが
42例使用され、アルフリッチの作品で標
準的な語形であるhiは全く使われていな
い。

15　 Dictionary of Old English Web Corpusでhigを
検索すると、higがイングランド南西部で
製作された写本と関連がある印象を受け
る（2023年11月19日検索）。例えば、hig

の語形を散文で検索すると2122例あり、
そのうち794例はWest Saxon Gospelsから
の引用である。West Saxon Gospelsの基底
写本はCambridge, Corpus Christi College, 140
写本であるが、f.45vにあるcolophonから、

この写本のplace of originはイングランド
南西部サマセット（Somerset）のバース

（Bath）とされている（Liuzza 1994: xxvi）。
また、higを多用する作品として、 The 

Lambeth Psalterがある。Gneuss and La pidge

（2014: 413）はThe Lambeth Psalterを収録
するLondon, Lambeth Palace Library, 427写
本 のplace of originをSW Englandと す る。
Higが南西部地域に由来を持つ写本に多く
観察される一方、カンタベリーとの関連が 

指摘されるBritish Library, Cotton Vespasian 

D.xii 写本（Monastic Canti cles; Hymns）や 

British Library, Cotton Tiberius A.iii写本
（Ælfricʼs Colloquy; Regularis Concordia）でも
少数例ではあるが確認されることは事実
である。Higの方言要素としての可能性
を探求するためには、今後の11世紀に製
作されたすべての写本における３人称複
数主格代名詞の網羅的、体系的な調査が
待たれる。

16　 Dictionary of Old English Web Corpusの検
索結果によれば、３人称複数主格代名詞
としてのhygの語形の出現は各作品にお
いてきわめて散発的なものであるが（2023 

年11月19日検索）、hygが方言要素として
の可能性を帯びていることは、Gospel of 

NichodemusとVindicta Salvatorisの異写本
の比較から明らかである。Cambridge, 

University Library, Ii.2.11写本とは別に、
Gospel of Nichodemusは12世紀後半に製作
されハンプシャーのサジック修道院との
結び付きがあるLondon, British Library, Cot-

ton Vitellius A.xv写本に、Vindicta Salvatoris

は11世紀後半にエクセターで製作された
Cambridge, Corpus Christi College 196写本
に現存する。筆者の調査によれば、前者
の写本では３人称複数主格代名詞として
higが６例、hyが25例、hygが80例使用さ
れている。hyとhygの語形については、
同じ写本に収録されているSolomon and 
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Saturnでも現れる。それに対して、後者
の写本に現存するVindicta Salvatorisでは
higが37例、hygが４例確認された。

17　 この箇所におけるD写本の記述の一部は
市川（2022）に依拠する。

18　 この箇所におけるJ写本の記述の一部は
市川（2021）に依拠する。

19　 この箇所におけるH写本の記述の一部は
市川（2020）に依拠する。

20　 H写本ではZupitza 254ページ15行目の箇
所（f.63v5）でhitが使用されている。３
人称中性単数主格代名詞であるこの語形
は表の数値に含まれていない。

21　 12世紀初頭に作成されたCambridge, Trin-

ity College, R. 9.17（819）（T写本）は『文
法』を含む写本として知られている。そ
の製作時期ゆえに本稿の調査に含まれな
いこの写本は、テキストの一部がR写本
のように行間注解で書かれている（Ker 

1957: 134）。R写本の写字生の本文と行
間の言語に対する態度をさらに明らかに
するためには、R写本の言語自体の調査
のみならず、T写本の言語の調査も必要
であろう。

22　 アルフリッチの代表作である『カトリッ
ク説教集』では３人称複数主格代名詞の
語形はhiが標準である。筆者がDictionary 

of Old English Web Corpusで検索したとこ
ろ、『カトリック説教集』ではhig、hyg、
hyoの使用例は確認されなかった（2023
年８月29日検索）。確かに、『カトリック
説教集』のファーストシリーズ（London, 

British Library, Royal 7 C xii写本）でhyが
２例使用されているが、アルフリッチが
テキストの改訂を行ったとされるCam-

bridge, University Library, Gg.3.28写 本 の
対応箇所を確認すると、いずれもhiに書
き換えられている（f.5v2, 36v26）。

23　 Anchor textとは“texts that can be associated 

with definite places or areas on non-

linguistic grounds”（McIntosh, Samuels and 

Benskin 1986a: 9）と定義されるテキスト、
作品のことである。
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